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はじめに
このドキュメントは、ATF（Air Time Fairness）機能と、その導入についての一般的なガイドラインについて説明しま
す。このドキュメントでは、次のことを目的としています。

• ATF機能の概要、および Cisco Unifiedアーキテクチャ内への導入について説明する。

•主要なサービスプロバイダー機能を重点的に説明する。

前提条件

ATFフェーズ 1（SSIDごと）の機能は、8.1MR2コード 8.1.120.0に導入され、ATFフェーズ 2（Client Fair Sharing）
は、8.2コードでの使用が可能で、次のアクセスポイントでサポートされます。

• Cisco Aironet 1260シリーズアクセスポイント

• Cisco Aironet 1260シリーズアクセスポイント

• Cisco Aironet 1570シリーズアクセスポイント

• Cisco Aironet 1700シリーズアクセスポイント

• Cisco Aironet 2600シリーズアクセスポイント

• Cisco Aironet 2700シリーズアクセスポイント

• Cisco Aironet 3500シリーズアクセスポイント

• Cisco Aironet 3600シリーズアクセスポイント

• Cisco Aironet 3700シリーズアクセスポイント

使用されるコンポーネント

このドキュメントは、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるものではありません。

このマニュアルの情報は、特定のラボ環境に置かれたデバイスに基づいて作成されました。このマニュアルで使用され

るデバイスはすべて、初期設定（デフォルト）の状態から作業が開始されています。ネットワークが稼働中の場合は、

コマンドが及ぼす潜在的な影響を十分に理解しておく必要があります。

表記法

ドキュメント表記の詳細は、『Cisco Technical Tips Conventions』を参照してください。
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Air Time Fairness （ATF）フェーズ 1 の概要
QoSの従来（有線）の実装は出力帯域幅を調整します。ワイヤレスネットワーキングを使用して、伝送メディアはさ
まざまなレートでデータを送信する電波を介しています。出力帯域幅を調整する代わりに、フレームを送信するのに必

要な通信時間量を調整するほうがより効果的です。Air Time Fairness（ATF）は、（出力帯域幅とは対照的に）ダウン
リンク通信時間を調整するワイヤレス QoSの形式です。大規模で高密度のWi-Fi導入がこの機能を促進します。ワイ
ヤレスネットワークのオーナーは、アプリケーションにWi-Fiネットワークの全帯域幅の固定された割合を割り当て
ることを要求します。同時に、複数の携帯電話プロバイダーだと考えられる資本共有で、ATFはオペレータ間での使
用の公平性を確保することが必要です。

フレームが送信される前に、フレームを送信するのに十分な通信時間量があることを確認するために、その SSID用の
ATF量がチェックされます。各 SSIDは、トークンバケット（1つのトークン =通信時間は 1マイクロ秒）を持つと見
なされます。トークンバケット内にフレームを送信するために十分な通信時間が含まれる場合、無線で送信されます。

それ以外は、フレームをドロップまたは保留できます。フレームのドロップについての概念は明確ですが、フレームの

保留についてはさらに説明が必要です。フレームの保留とは、フレームがアクセスカテゴリキュー（ACQ）に許可さ
れないことを意味します。代わりに、クライアントプライオリティキュー（CPQ）に残り、（フレームがドロップさ
れる時点で、CPQが容量に到達しなければ）対応するトークンバケットに十分な量のトークンが含まれたときに送信
されます。ATFに関係する作業の大部分はアクセスポイントで行われます。ワイヤレスコントローラは、機能設定と
結果表示のために単に使用されます。

Cisco Air Time Fairness （ATF）の使用例
公共ホットスポット（スタジアム/空港/会議場/その他）
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この場合、パブリックネットワークは 2つ（またはそれ以上）のサービスプロバイダーと施設間でWLANを共有して
います。各サービスプロバイダーに対するサブスクライバをグループ化して、各グループに特定の割合の通信時間を

割り当てることができます。

Education

この場合、大学は、学生、教員、およびゲスト間でWLANを共有しています。ゲストネットワークは、サービスプロ
バイダーによってさらに分割できます。各グループに特定の割合の通信時間を割り当てることができます。

企業、サービス業、小売業

この場合、施設は、従業員とゲスト間でWLANを共有しています。ゲストネットワークは、サービスプロバイダーに
よってさらに分割できます。ゲストは、通信時間の特定の割合を割り当てられている各サブグループがあるサービスの

種類のレイヤによってグループ化できます。たとえば、有料のグループは、無料のグループより多くの通信時間が与え

られます。

時間を共有する管理型ホットスポット

この場合、サービスプロバイダーまたは企業など、ホットスポットを管理するビジネスエンティティは、割り当てた

後に通信時間をその他のビジネスエンティティにリースできます。

ATF機能

• ATFポリシーはダウンリンク方向（APがクライアントにフレームを送信）にのみ適用されます。ダウンリンク、
つまり APからクライアント方向の通信時間のみが、APによって正確に制御されます。アップリンク方向、つま
り、クライアントから APへの通信時間は測定できますが、厳密に制御することはできません。APは、クライア
ントに送信するパケットの通信時間を抑制できますが、それぞれの通信時間を制限できないため、クライアント

から「分かる」パケットの通信時間のみを測定できます。

• ATFポリシーはワイヤレスデータフレームにのみ適用されます。管理および制御フレームは無視されます。

• ATFが SSIDごとに設定される場合、各 SSIDは設定されたポリシーに従って通信時間が許可されます。

• ATFは、通信時間ポリシーを超えるフレームをドロップするか保留するように設定できます。フレームが保留さ
れると、問題となっているSSIDに十分な通信時間が割り当てられた時点でバッファされて送信されます。もちろ
ん、何フレームをバッファできるかについての制限があります。この制限を超えた場合、フレームがドロップさ

れます。

• ATFはグローバルに有効または無効にすることができます。

• ATFは個々のアクセスポイント、APグループまたはネットワーク全体で有効または無効にすることができます。

• ATFはローカルおよび FlexConnectモードの 1260、1570、1700、2600、2700、3700、3600、3500シリーズのアク
セスポイントでサポートされます（メッシュモードはサポートされません）。

• ATFの結果と統計情報は、ワイヤレスコントローラで使用できます。

ATF の動作モード
ATFモニタモードの背後にあるフレームワークにより、ユーザは、使用される全体的な通信時間の統計情報を表示し
て取得できる、すなわち、すべての AP送信における通信時間の使用を報告できるようになります。モニタモードの
ATFは、次のレベルで有効にできます。

•無効モード：デフォルトでは、ATFはWLCで無効
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•モニタモード：ネットワークの通信時間の使用状況を監視する

•適用：ポリシーモード：ネットワークの ATFポリシーを割り当てる

◦厳密な適用

◦最適化

モニタモードの設定

ATFモニタモードの背後にあるフレームワークにより、ユーザは、使用される全体的な通信時間の統計情報を表示し
て取得できる、すなわち、すべての AP送信における通信時間の使用を報告できるようになります。モニタモードの
ATFは次のレベルで有効化できます。

• AP単位

• APグループ単位

•ネットワーク（すべての AP）

モニタモードで ATFを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 WLCのメインメニューバーから [WIRELESS] > [ATF] > [Monitor Configuration]を選択します。

ステップ 2 [AP Name]または [AP Group Name]または [Network]（特定のWLC上の APすべて）を選択します。

ステップ 3 無線タイプ 802.11a（5 GHz）または 802.11b（2.4 GHz）またはその両方を選択します。
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AP 単位のモニタリング設定
APモニタリング設定の場合、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ドロップダウンメニューから [AP Name]をクリックして、APを選択します。

ステップ 2 802.11aまたは 802.11bまたはその両方のラジオボックスをオンにすることによって無線タイプを選択
し、[Mode]オプションの下の [Enable]をクリックします。
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設定後、モニタリングが有効な場所の設定レベル、AP名および無線スロット（スロット 0は 802.11b無
線、スロット 1は 802.11a無線）が表示されます。

AP グループ単位のモニタリング設定
APグループ単位のモニタリング設定の場合、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [AP Group Name]をクリックして、ドロップダウンメニューから APグループを選択します。
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ステップ 2 802.11aまたは 802.11bまたはその両方のラジオボックスをオンにすることによって無線タイプを選択
し、[Mode]オプションの下の [Enable]をクリックします。

設定後、モニタリングが有効な場所の設定レベル、AP名および無線スロット（スロット 0は 802.11b無
線、スロット 1は 802.11a無線）が表示されます。
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ATF ネットワークのモニタリング設定
ネットワーク上の通信時間をモニタリングするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Network]をクリックして、ネットワークで無効になっているモニタを表示します。

ステップ 2 802.11aまたは 802.11bまたはその両方のラジオボックスをオンにすることによって無線タイプを選択
し、[Mode]オプションの下の [Enable]をクリックします。
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ATFネットワークのモニタリングが設定されると、無線のステータスが [Disable]から [Monitor]に変わっ
たことがわかります。

ATF 統計情報のモニタリング

手順

ステップ 1 WLCメインメニューから ATF統計情報を表示するには、[WIRELESS] > [ATF] > [ATF Statistics]に移動
します。
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現在、このリリースの ATF統計情報は APごとでのみ使用できま
す。

（注）

ステップ 2 [AP Name]ドロップダウンリストから APを選択します。

ATF統計情報は、次の 2つの値の下に表示されます。

•即時値

•累積値

即時値は、測定間隔と即時の無線稼働時間によってATF統計情報に影響します。デフォルトでは、測定
間隔が 180秒に設定されます。これにより、APで 0 ~ 65535の範囲で設定できます。

ユーザは、通信時間の割合（%abs）、相対的な通信時間の割合（%rel）、ミリ秒単位で使用される通信
時間（ms）を表示する 802.11aと 802.11b無線の両方に対してWLANごとに ATF統計情報を表示できま
す。

•通信時間（%abs）：SSIDごとに使用される通信時間単位の数

•相対的な通信時間（%rel）：SSIDごとに使用される時間の割合

•使用される通信時間（ms）：SSIDごとに使用される合計通信時間

累積値は、測定間隔で累積された即時の ATF統計情報です。
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ATF モニタモードの無効化

手順

ステップ 1 ATFモニタリングを無効にするには、[WIRELESS] > [ATF] > [Monitor Configuration]に移動します。

ステップ 2 どのユーザが以前に有効になっていたとしても、ドロップダウンメニューから APの名前、APグルー
プとネットワークのオプションを選択します。ユーザが無効にする無線タイプを選択し、[Disable]をク
リックします。
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ステップ 3 ATFを無効にするためにポップアップで [OK]をクリックします。
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ATF 適用ポリシーモード
通信時間の適用は設定されたポリシーに基づいています。ATFポリシーは、ネットワーク要件に応じてユーザによっ
て設定されます。

通信時間は、次のパラメータに適用できます。

• WLANとWLCのネットワーク内で接続された APすべて

• APグループ単位

•個々の AP

WLANごとの厳密な適用：無線のWLANで使用される通信時間はポリシーの設定制限まで厳格に適用されます

WLANごとのオプションの適用：他の SSIDからの未使用の通信時間を共有します

ATF の設定手順

ポリシーの作成

ATFを設定するには、まず ATFポリシーを作成するか、設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [WIRELESS] > [ATF] > [Policy Configuration]に移動します。

ステップ 2 デフォルトのポリシーは 10で、ユーザは 5 ~ 100のウェイトを割り当てる必要があります。
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ステップ 3 ユーザ自身のポリシーを作成するには、ポリシー IDをドロップダウンメニューからを選択して、名前
とウェイトを割り当てます。

このウェイトは、ユーザがポリシーに割り当てる通信時間の割合です。

ステップ 4 [Create]をクリックします。

例では、名前が atf-80および atf-20の複数のポリシーにウェイト 80および 20でそれぞれ作成していま
す。
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SSID でのポリシーの適用

最初に、ポリシーの適用を有効にするWLANを無効にします。（注）

ポリシーの設定後、ユーザは、特定のWLANまたは APグループごとのすべてのWLANまたは個々の APにポリシー
を適用できます。

手順

ステップ 1 WLCメインメニューの [WIRELESS] > [ATF] > [Enforcement SSID Configuration]に移動します。

ステップ 2 ネットワーク上で設定するには、パラメータの無線タイプ、適用タイプを選択します（[Optimized]また
は [Strict]のいずれかを選択できます。デフォルトでは、[Optimized]が選択されています）。

ステップ 3 [Mode]で [Enable]をクリックします。
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適用すると、Webページに、ポリシーの適用を設定する前に、WLANIDを無効にするようにポップアッ
プ警告が表示されます。[OK]をクリックします。WLANが無効の場合は、適用されます。

ポリシーの適用は無線で表示され、さらに最適化が有効で表示されます。

ステップ 4 厳密な適用ポリシーを有効にするには、適用タイプで [Strict]オプションを選択します。
[Strict]オプションは他のWLAN（SSID）を持つ重み付けされた比率のスロットの共有を許可しません。
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ATF設定が終了したら、ATFが適用されたWLANを有効にします。クライアントがこれらのWLANに
関連付けられると、ユーザは、「ATF統計情報のモニタリング」セクションで前に示したように、ATF
統計情報ページに ATF統計情報を表示できます。

ユーザは、異なる ATFポリシーと 2つのWLANを設定して ATFを確認する速度テストを実行すること
もできます。

例では、2つの ATFポリシー（ウェイト 80とウェイト 20）を設定しました。

1 設定されたウェイト 80の ATFポリシーを持つ SSIDにワイヤレスクライアントを接続し、http://
www.speedtest.net/を実行することによってこのWLANに対する ATFの効果を監視しました。

2 20に設定された ATFポリシーを持つ SSIDと同じワイヤレスクライアントを設定して、そのWLAN
の ATFの影響を監視しました。ダウンロード側のスピードテストパフォーマンスが大幅に低下する
ことを確認しました。テスト結果は、通信時間のアベイラビリティ、干渉などのために異なる可能性

があります。
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Air Time Fairness：Client Fair Sharing（ATF：フェーズ 2）

機能の説明

クライアントのエンタイトルメントごとのATF Client Fair Sharingが 8.2リリースで導入されます。クライアントの公平
な共有によって、SSID/WLAN内のクライアントが無線の帯域幅の使用率に基づいて均等に処理されるようにします。

利点

現在では、8.1MR2、MR3リリースの一部として、SSIDベースの通信時間エンタイトルメントが行われます。ただし、
SSIDベースのAirtimeFairnessでは、SSID内のクライアントが無線の帯域幅の使用率を基にして均等に処理するための
保証がありません。単一または少数のクライアントが同じ SSID内の他のクライアントに対してWi-Fiエクスペリエン
スの機会を損なうことによってSSID/WLANに割り当てられている完全な通信時間の使用を終了する潜在的リスクがあ
ります。

ATFフェーズ 1（Client Fair Sharingなし）

この問題を回避するために、8.2リリースの各 ATFポリシーには、ポリシーに関連付けられるクライアント間の Client
FairSharingをオン/オフする新しいオプションがあります。このオプションを、ワイヤレスLANコントローラで作成時
に実行して、ポリシーを変更することができます。カスタマーは、このオプションまたは機能を使用して、SSIDに関
連付けられるクライアント間の通信時間の公平な共有を提供できます。次に示すように、SSIDに関連付けられるクラ
イアントすべてが同じ通信時間を取得します。

ATFフェーズ 2（Client Fair Sharingあり）
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ATF 設定の概要

手順

ステップ 1 まず、コントローラ上のWLANを設定します。

ステップ 2 ATFポリシーを設定して、ATFがWLANにそれらのポリシーを割り当てられるようにします。

ステップ 3 WLANを有効にした ATFにクライアントを接続し、YouTubeや www.speedtest.net などのメディアスト
リームのアプリケーションを使用して、ダウンストリームデータトラフィックに対して異なる ATFポ
リシーとウェイトを使用してスループットのパフォーマンスを監視します。

ATF フェーズ 2 の設定

手順

2つのWLAN、PODX-atf20および PODX-atf80を作成したセットアップのコントローラにWLANを作成します。
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ATF Client Fair Sharing ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [WIRELESS] > [ATF]のコントローラ GUIで、[Policy Configuration]をクリックして、IDの名前を設定し
ます。

IDの名前は、使いやすい名前にします。この例では、20と 80それぞれのウェイトを atf20および atf80
という名前に設定します。

ステップ 2 [Client Fair Sharing]チェックボックスをオンにし、[Create]をクリックして、2つのポリシーを作成しま
す。

ユーザは、そこで、20および 80を使用する、次の例にある自身の ATFポリシーのウェイトを割り当て
ることができます。

• ATFポリシー 1の場合：Id=1 Name=atf20 weight=20

• ATFポリシー 2の場合：Id=2 Name=atf80 weight=80

ポリシーが設定されます。これは、無線ごとに適用されます。

2つのポリシー IDとウェイトは、ポリシー ID 1（ウェイト 20）および 2番目のポリシー ID 2（ウェイ
ト 80）を定義し、Client Fair Sharingが有効になっていることを示しています。

21



これらのポリシーは、割合ではなく、比率を重み付けしているため、合計が100を超えること
があることに注意してください。最小ウェイトは 10に設定できます。

（注）

ネットワーク上で特定の無線タイプごとの ATF ポリシーの設定および有効化

手順

ステップ 1 [Wireless] > [ATF] > [Enforce SSID configuration]に移動します。

ステップ 2 [Network]を選択して、[Radio Type]に 802.11aまたは 802.11bを選択します。

ステップ 3 ポリシーの [Enforcement Type]に [Optimized]または [Strict]を選択します。設定では、ポリシーに [Strict]
を適用します。

ポリシーが [Optimized]に設定されて、そのオプションを使用するWLANが適用された場合、
自身のスロットが特定の時間に使用されていなければ、他のWLANと重み付けされたスロッ
トを共有できます。[Strict]オプションは、その重み付けされた比率のスロットを共有できませ
ん。

（注）
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ポリシーは、5 GHzの無線で有効になっていて、最適化されていないが、ストリクトモードであること
を示しています。

WLAN での ATF ポリシーの適用

手順

ステップ 1 [Wireless] > [ATF] > [Policy Enforcement]に移動します。

ステップ 2 [WLAN Id]および [Policy Id]を選択します。

ステップ 3 [Apply]をクリックします。
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次に示すように、1つのWLANに ATFポリシー（atf20）ともう 1つのWLANにポリシー（atf80）を使
用します。

ポリシーを作成してWLANに適用すると、ユーザは、WLC CLIから show atf config wlanコマンドを実
行してこれを確認できます。さらに GUI上でも確認できます。

ATFポリシーがWLANを設定ウェイトの 20と 80に設定していることと、ポリシーを適用しなかった
WLANがデフォルトウェイトの 10に設定されていることを出力から参照できます。さらに、作成した
ATFポリシーが有効になっていることを Client Fair Sharingが示していることを確認します。

例では、CLIでポリシーが適用されたことが確認できます。
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無効状態の WLAN の有効化

手順

ステップ 1 [ATF] > [Enforcement SSID Configuration]設定に移動します。

ステップ 2 2つのワイヤレスクライアントをポリシー 80で設定されている SSIDに接続し、このWLANに対する
ATFの効果を監視します。

ステップ 3 www.speedtest.net をクライアント上で同時に実行します。
テスト結果はクライアントの能力、干渉、その他の要因によって異なる場合があります。

ステップ 4 ワイヤレスクライアントを ATFポリシーで設定されている SSIDに接続し、そのWLANに対する ATF
の効果を監視します。
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ダウンロードしてスピードテストパフォーマンスを参照できます。テスト結果は、クライアントの能

力、干渉、その他の要因によって異なる場合があります。

クライアント ATF 統計情報

手順

ステップ 1 [WIRELESS] > [ATF] > [ATF Statistics]に移動し、クライアントが接続されるドロップダウンメニューか
ら [AP Name]を選択します。

ATF統計情報ページが、ユーザがWLAN統計を有効にしたすべての ATFを確認できる場所に表示され
ます。

ステップ 2 ATF Client Fair Sharing情報を詳細に表示するには、次に示すように有効な Client Fair Sharingが可能な
[WLAN id]をクリックします。
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ステップ 3 クライアントのMACアドレスをクリックすると、ユーザは、WLAN ATF統計情報と特定のWLANに
関連付けられるクライアントすべてに対するクライアント ATF統計情報を表示できます。
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WLC CLI からの ATF クライアント統計情報
CLIから、ユーザは、次のコマンドを実行して、WLCのクライアントごとに ATF統計情報を表示することもできま
す。

(WLC)> show atf statistics client <MAC addr>

AP のクライアント統計情報
必要に応じて、ユーザは、AP CLIにログインにして、次のコマンドを実行して、同様にクライアント統計情報を表示
することができます。

AP# show controller dot11Radio <0/1> atf
AP # show controller d0/d1 atf cfs client
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